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　私は、2001年の在外研究以来、イギリスにおける
代表的な多民族都市のひとつであるレスターに足を運
びながら、「イギリスの多民族・多宗教統合と《共生》
の問題」を中心に据えて、第二次世界大戦以後のレス
ターの形成と発展について研究を進めてきている。全
人口約28万のレスターには、数多くのホワイト系、
南アジア系、ブラック系移民が居住し、2001年の国
勢調査ではエスニック・マイノリティは全体の36ユ％
も占めている。そして、南アジア系、とりわけインド
系移民は約72，000人（29．7％）居住している。他方、
宗教では、キリスト教徒が一番多いとはいえ、すでに
半数を割り、ヒンドゥー、イスラーム教徒、シクが約
30％も占めている。そして、ヒンドゥー人口は41，000
人（14．7％）である。レスターの特色のひとつは、こ
うしたインド系ヒンドゥーが多く、彼らがレスター社
会のなかで政治・経済・文化の面でも目覚しい活躍を
遂げている点にある。さらに興味深いのは、同じイン
ド系でも、インドから直接渡ってきたヒンドゥー以上
に、1960年代後半から1970年代にかけて「アフリカ
の独立」や「アフリカ化」のなかで、政治的難民とし
て渡英してきた東アフリカ（ケニア、ウガンダ、タン
ザニア、マラウイなど）経由のヒンドゥーたちがレス
ター社会の重要な一翼を担っている点である。それゆ
えに、こうしたヒンドゥー・コミュニティの形成と発
展を考察することは、多民族都市レスターの歴史や文
化のきわめて重要な局面を明らかにすることに繋がる
のである。
　本研究計画は、これまで進めてきている多民族都市
レスターを中心に「イギリスの多民族・多宗教統合と
《共生》の問題」を歴史的に考察しようとする大きな
研究プロジェクトの一環として、シクやイスラーム教
徒の研究に続き、インド系ヒンドゥーの歴史と文化に
ついて研究しようとするものである。初年度は、文献
資料の利用だけでなく、現地調査やヒンドゥーたちの
「聞き取り調査」も実施したが、これまで明らかになっ
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てきている点は、ほぼ次の三点である。
　一つ目は、第二次世界大戦後のレスターにおけるヒ
ンドゥー・コミュニティの歴史に関する時期区分につ
いてである。ほぼ四つの段階がみてとれる。第一段階
は、1950年代から1960年代前半で、主にインドのグ
ジャラート地方や一部、パンジャーブ地方からレス
ターに入ってくる時期である。単身男性がひじょうに
多い。その後、1960年代後半から1970年代前半まで
が第二段階で、東アフリカから数多くのインド系移民
が入ってくる。そのマジョリティはヒンドゥーである。
この頃から、家族やヒンドゥー文化が復活し、さまざ
まなヒンドゥー・コミュニティが形成され始め、アソ
シエーションやヒンドゥー寺院も創設されていく。
　第三段階は、レスターの多文化主義政策とも連動し
ながら、ディワーリー（異なる理由からシク教徒やジャ
イナ教徒も祝う）などの祭りがグジャラート出身のヒ
ンドゥー地区（ベルグレイヴ地区）を中心に大々的に
開催されるようになっていくことである。そして、
彼らの経済的進出はいうまでもなく、政治的進出も始
まっていくのである。第四段階は、2002年に「ディワー
リー・パーティ」がブレア首相出席の下でウエストミ
ンスターの議会内でも開催されるようになった頃から
現在までである。
　二つ目は、一つ目とも関連するが、彼らのコミュニ
ティの「核」として、ヒンドゥー寺院が数多く建設さ
れ、キリスト教の暦だけでなく、新たにヒンドゥーの
暦が復活し、それらが彼らの暮らしの一部として定着
してきていることである。たとえば、先に述べたディ
ワーリーは、1983年以来、毎年ll月頃に6000以上
の「ディワーリー・ライト」を伴って、大々的に開催
され、そのお祝いは2週間以上にわたって、家庭、学
校、職場、ヒンドゥー寺院、ホール、コミュニティ・
センター、図書館、野外舞台など、さまざまな「場」
で行なわれるようになるのである。この祭りの前に9
日間祝われるナブラトリも含めれば、3週間以上も続
くことになる。それに、この最初の日と最後の日には、
イギリスの他の地域からはもちろん、世界各国から数
万人の人たちがレスターを訪れ、この祭りの中心とな
るインド人街のメルトン・ロードを埋めつくすのであ
る。この祭りは、インド以外で開催される最大の祭り
ともいわれている。そして、この祭りが、「民族・宗
教間の関係がうまくいっている」多民族都市レスター
の「表象」としても利用され、インドで開催されるディ
ワーリーとはかなり違った意味合いと役割を担うこと
になってきていることである。
　三つ目は、こうしたヒンドゥー・コミュニティが発
展しながらも、インドや東アフリカ社会のインド系コ
ミュニティと同様に、それらのコミュニティがカース
トへの帰属意識によって分断され、実にさまざまなヒ
ンドゥー・コミュニティがいまなお根強く存在してい
ることである。それ以外に、宗派や出身地の違いなど
によっても、ヒンドゥー・コミュニティは多様化して
いるのである。
　次年度も、こうした問題を含め、さらに研究・調査
を進めていきたい。
